




















[IV] 関数 J(x)(x>O)は連続で，第 1 次郡関数 J'(x) が存在して連続で，第 2 次郡関数 f"(x) が

存在し，かつ f'(x)> 0, f"(x) > 0を満たすと仮定する。 座標平面において，曲線 C: y = f(x)

上の点 A(t,f(t)) における Cの法線と， 点 B(t+h,f(t+h)) (h:f O)における Cの法線の交

点を P(h) とおく。 hを 0に限りなく近づけるとき， 点 P(h) が限りなく近づく点を P とする。

また，2点A, p間の距離をR(t)とおく。

問 1 点 A(t,f(t)）における Cの法線の方程式を， t, f(t), f'(t) を用いて表せ。答えのみで

よい。

,
 

問2 点Pの座標を以下の形で求めよ。

(t- ニコ f(t)十二）

問3 R(t)を求めよ。 答えのみでよい。

a: 

問 4 以上の結果を用いて， 関数 J(x) = 1 《戸ご可 dt (x > 0)に対して， 次の定稼分 Iの゜
値を求めよ。

I= 1;og2 両 dt
万
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